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§１．研究成果の概要 

本研究では、クラスターの原子配列に焦点を当てた独自の理論に基づき、物理的形状や数学

的因子に由来して特別な性質を発現する「エキゾチッククラスター」の実験実証や理論拡張を目指

す。 

本年度では、クラスターの精密合成に利用している独自の手法「アトムハイブリッド法」の拡張を

行なった。この手法では、デンドリマーと呼ばれる高分子カプセル中に金属原子を集積させ、これ

を鋳型として用いてクラスターの合成を行なうが、カプセル分子の合成上の理由から、構成原子数

が一定数を超えるクラスターの合成はこれまで困難となっていた。この課題の解決を目指し、デンド

リマー分子が金属だけでなく有機カチオンを集積可能な点 1)に新たに着目し、この性質を応用して

従来よりも大きなカプセル分子として利用可能なデンドリマー型超分子構造体の構築を行なった。

最終的に、この鋳型を利用することで、これまで不可能であった大きな構成原子数のクラスターの

合成に成功した 2)。 
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